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十
、
宋
代
③
・
元
代

一
、
南
宋
儒
教
の
展
開

一-

一
、〔

張
栻

〕

1

朱
熹
の
友
人
。
湖
南
長
沙
を
中
心
に
南
宋
初
期
に
お
け
る
道
学
の
有
力
グ
ル
ー
プ
、
湖
南
学
派
を
形
成
。

〔

岳
麓
書
院

〕
を
主
宰
。

2
「
察
識
端
倪
説
」
…
世
界
を
動
的
に
と
ら
え
、
修
養
法
と
し
て
、
心
が
外
物
と
接
触
し
て
動
く
端
倪
を
省
察
す
る
。

さ
っ
し
き
た
ん
げ
い

き

ざ

し

一-

二
、〔

呂
祖
謙

〕

3

朱
熹
と
と
も
に
、〔

『
近
思
録
』

〕
を
編
纂
。

4

〔

「
鵝
湖
の
会
」

〕（
朱
熹
と
陸
九
淵
の
面
会
）
を
実
現
さ
せ
る
。

5

一-

三
、〔

陸
九
淵

〕

6

朱
熹
の
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
。
活
き
て
は
た
ら
く
心
を
重
視
し
、
み
ず
か
ら
の
主
体
性
を
信
頼
。

「
心
は
只
だ
是
れ
一
個
の
心
な
り
。

某

の
心
は
吾
が
友
の
心
な
り
。
上
に
し
て
は
千
百
載
の
聖
賢
の
心
な
り
。
下

わ
た
し

に
し
て
は
千
百
載
、
復
た
一
聖
賢
有
る
も
、
其
の
心
は
亦
た
只
だ
此
の
如
き
の
み
。
心
の
体
は
甚
だ
大
な
り
。
若

し
能
く
我
の
心
を
尽
く
せ
ば
、

便
ち
天
と
同
じ
。」

す
な
わ

程
顥
の
〔

「
万
物
一
体
の
仁
」

〕
の
思
想
を
受
け
継
ぐ
。

7

形
而
上
・
形
而
下
の
区
別
や
、
天
理
と
人
欲
の
峻
別
を
認
め
な
い
。
→
心
を
理
性
と
感
情
に
わ
け
な
い
。

◎
〔

「
心
即
理
」

〕
―
〔

心
学

〕

←
→
「
性
即
理
」

8

9

心
の
は
た
ら
き
が
理
を
そ
な
え
て
い
る
。
心
は
一
つ
。

「
天
地
の
我
に
与
え
し
所
以
の
者
は
、
即
ち
此
の
心
な
り
。
人
皆
な
是
の
心
有
り
、
心
皆
な
是
の
理
を
具
う
。

心
は
即
ち
理
な
り
。」

…
「
こ
の
心
こ
そ
が
真
実
だ
」
と
い
う
意
味
で
、「
理
」
の
意
味
が
朱
熹
と
は
違
う
。

（
朱
熹
に
と
っ
て
理
と
は
抽
象
的
な
原
理
法
則
。）

・
朱
熹
と
の
論
争

陸
九
淵
→
朱
熹
…
「
支
離
」（
内
と
外
が
バ
ラ
バ
ラ
。
外
界
と
心
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
）

朱
熹
→
陸
九
淵
…
「
顚

狂
」（
着
実
な
学
問
修
養
を
欠
く
勝
手
気
ま
ま
な
デ
タ
ラ
メ
）

て
ん
き
ょ
う

・
分
析
よ
り
も
直
感
を
、
冷
静
さ
よ
り
も
情
熱
を
、
観
察
よ
り
も
共
感
を
重
ん
じ
た
。

後
世
、
陸
九
淵
の
思
想
は
衰
え
る
が
、
明
代
の
〔

王
守
仁

〕（
王
陽
明
）
に
よ
っ
て
再
び
脚
光
を
浴
び
、

10

〔

心
学

〕
の
潮
流
を
作
る
。

11

一-

四
、〔

事
功
学
派

〕

12

貨
幣
経
済
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
実
効
を
重
視
す
る
学
派
。
陳
亮
、
陳
傅
良
、
葉

適
ら
。

ち
ん
ふ
り
ょ
う

し
ょ
う
せ
き

実
利
・
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
こ
そ
が
徳
で
あ
り
、
ま
た
理
で
あ
る
。

朱
子
学
と
は
違
う
見
方
で
、
事
物
を
離
れ
て
理
が
実
在
す
る
こ
と
を
認
め
な
か
っ
た
。

王
安
石
が
行
っ
た
国
家
に
よ
る
経
済
統
制
を
批
判
し
、
民
間
の
富
商
を
擁
護
す
る
立
場
を
と
る
。

中
国
の
伝
統
的
な
「
重
農
軽
商
」
と
は
違
う
思
想
の
持
ち
主
と
し
て
異
彩
を
放
つ
。

一-

五
、
考
証
学
の
誕
生

・
朱
熹
の
死
後
、
そ
の
学
術
思
想
は
急
速
に
普
及
、
一
大
学
派
を
形
成
。

朱
熹
の
著
作
が
次
々
と
出
版
、
各
地
の
門
人
が
朱
子
学
を
広
め
る
。

→
朱
子
学
の
正
当
性
が
国
家
に
よ
っ
て
正
式
に
認
め
ら
れ
る
。

・
〔

黄
震

〕
…
朱
熹
の
格
物
致
知
説
に
賛
同
。『
黄
氏
日
抄
』。

13
〔

王
応
麟

〕
…
諸
家
の
う
ち
で
朱
熹
に
最
大
の
敬
意
を
は
ら
う
。『
困
学
紀
聞
』『
玉
海
』。

14文
献
考
証
学
は
南
宋
に
胚
胎
し
、
の
ち
の
〔

清
朝
考
証
学

〕
へ
と
受
け
継
が
れ
る
。

15
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二
、
元
代
の
儒
学

・
元
…
非
漢
民
族
の
建
て
た
征
服
王
朝
。
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
建
国
し
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
、
第
五
代
皇
帝
フ
ビ
ラ
イ
の

時
、
国
号
を
「
元
」
に
改
め
る
。
様
々
な
人
種
・
社
会
・
宗
教
・
文
化
を
内
に
含
む
大
帝
国
。

・
中
国
化
政
策
…
知
識
人
の
保
護
、
中
国
の
行
政
官
僚
制
度
の
取
り
入
れ
、
科
挙
制
度
の
中
断
と
再
開
。

・
文
教
政
策
…
朱
子
学
の
普
及
→
〔

体
制
教
学
化

〕、
学
校
教
育
制
度
の
整
備
。

16

・
〔

授
時
暦

〕
の
編
纂
…
中
国
天
文
学
を
集
大
成
。（
朱
子
学
は
天
文
学
の
分
野
で
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
）

17

◎
「
元
の
二
大
儒
」
…
〔

「
北
許
南
呉
」

〕

18

二-

一
、〔

許
衡

〕

19

・
朱
子
学
の
研
究
に
専
念
。

・
元
朝
へ
の
出
仕
。〔

国
子
学

〕
を
開
き
、
モ
ン
ゴ
ル
王
族
の
子
弟
に
朱
子
学
を
施
す
。

20

文
教
政
策
は
、
許
衡
の
提
言
に
も
と
づ
く
も
の
。
授
時
暦
の
編
纂
事
業
に
朱
子
学
者
集
団
の
指
導
者
と
し
て
参
加
。

・
教
え
導
く
対
象
を
漢
民
族
に
限
定
せ
ず
、
非
漢
民
族
を
も
巻
き
込
み
、
中
国
文
化
を
模
索
。

→

モ
ン
ゴ
ル
人
第
一
主
義
に
抵
抗
し
、
漢
民
族
文
化
の
復
興
を
唱
え
た
〔

〕（
遼
の
王
族
の

21

血
を
引
く
契
丹
族
）
の
政
策
と
対
比
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

き
っ
た
ん

・
科
挙
の
再
開
…
朱
子
学
に
依
拠
、
文
化
人
的
素
養
よ
り
、
実
務
能
力
を
求
め
る
。

・
学
問
的
特
色
…
朱
子
学
の
範
疇
を
出
な
い
（
敬
虔
な
朱
子
学
者
）、
著
作
も
少
な
い
。

朱
熹
の
理
論
体
系
を
完
備
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
、〔

〕
を
重
視
。

22

「
正
心
」（
『
大
学
』）
を
重
要
な
概
念
の
一
つ
と
み
な
し
、
民
族
の
壁
を
越
え
て
諸
民
族
を
一
つ
に
ま
と
め
て
い
く

前
提
と
し
て
、「
心
」
に
備
わ
る
先
天
的
な
良
知
良
能
を
主
張
、「
心
」
と
天
地
は
同
じ
だ
と
考
え
る
。

→

朱
子
学
の
理
念
は
、
非
漢
民
族
の
間
に
も
広
く
浸
透
。

「
尊
徳
性
」（
『
中
庸
』）
を
重
視
し
、
理
論
追
究
よ
り
も
道
徳
実
践
に
重
視
を
置
く
。

二-

二
、〔

呉
澄

〕

23

・
朱
子
学
と
と
も
に
、〔

陸
学

〕（
心
学
）
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

24

・
元
朝
へ
出
仕
す
る
が
、
た
び
た
び
帰
郷
。
人
生
の
大
半
を
郷
里
で
過
ご
し
、
研
鑽
を
積
み
、
執
筆
活
動
を
行
う
。

・
学
問
的
特
色
…
注
釈
作
業
を
通
じ
て
み
ず
か
ら
の
体
系
的
思
想
を
語
る
朱
熹
の
手
法
を
継
承
、
多
く
注
釈
書
を
残
す
。

◎
〔

朱
陸
折
衷

〕

25朱
子
学
…
「
道
問
学
」（
読
書
な
ど
の
後
天
的
な
学
問
に
依
拠
）
を
重
視
。

陸
学

…
「
尊
徳
性
」（
人
に
先
天
的
に
備
わ
る
徳
性
を
養
う
）
を
重
視
。

→
道
学
の
二
本
柱
（
朱
熹
は
議
論
の
た
め
に
「
道
問
学
」
を
強
調
し
た
だ
け
で
、
い
ず
れ
も
重
視
）

〔

「
聖
賢
の
学
」

〕（
儒
学
）
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
究
。

26

・
宋
末
元
初
の
朱
子
学
派

訓
詁
分
析
派
…
朱
子
学
の
理
論
を
精
密
な
注
釈
を
通
し
て
論
証
。「
道
問
学
」
を
重
視
。

実
践
躬
行
派
…
朱
熹
に
よ
る
堅
固
な
理
論
の
構
築
、
あ
と
は
実
践
に
向
か
う
べ
き
。「
尊
徳
性
」
を
重
視
。

呉
澄
は
、「
尊
徳
性
道
問
学
斎
論
」
に
て
、
「
尊
徳
性
」
の
重
要
性
を
強
調
、「
道
問
学
」
に
偏
向
し
た
朱
子
学
末
流

に
位
置
す
る
俗
学
を
、
現
実
離
れ
し
た
空
虚
な
学
問
と
批
判
。

・
後
世
の
評
価

両
者
は
、〔

孔
子
廟

〕
に
祭
ら
れ
る
。（
正
当
な
儒
学
の
後
継
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。）

27

・
相
違
点

許
衡
…
誠
実
さ
を
指
針
に
人
々
を
感
化
。
著
作
は
わ
ず
か
。
文
章
は
質
朴
で
明
快
さ
を
第
一
と
す
る
。

呉
澄
…
著
作
活
動
に
主
眼
を
お
い
て
教
え
を
説
く
。
膨
大
な
著
作
。
典
雅
で
華
や
か
な
文
体
。

・
共
通
点

〔

朱
子
学

〕
を
重
視
し
、〔

「
尊
徳
性
」

〕
の
重
要
性
を
強
調
。

28

29

〔

科
挙
制
度

〕
に
対
し
て
否
定
的
。

30

・
許
衡
に
よ
っ
て
朱
子
学
は
隆
盛
を
ほ
こ
り
、
呉
澄
は
「
道
問
学
」
に
流
れ
た
朱
子
学
末
流
に
対
し
て
「
尊
徳
性
」
の
重

要
性
を
強
調
し
、
朱
子
学
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
回
復
さ
せ
た
。


